
市政トピックス

信
州
大
学
人
文
学
部
と

連
携
協
定
締
結

市
内
建
設
業
者
と

災
害
時
連
携
協
定
締
結

市内業者・大学・海外都市

キーワードは交流、連携
災害時の応援・大学との連携・海外都市との交流など

さまざまな分野での連携・交流が始まります。

　
市
は
、
信
州
大
学
人
文
学
部
（
渡

辺
秀
夫
学
部
長
）
と
文
化
・
教
育
・

学
術
の
分
野
で
連
携
協
力
す
る
協
定

書
の
調
印
式
を
10
月
４
日
、
市
内
で

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
平
成
16
年
に
旧

穂
高
町
が
同
学
部
と
締
結
し
た
協
定

を
市
内
全
域
に
対
象
を
広
げ
て
、
よ

り
充
実
し
た
連
携
・
協
力
を
す
る
た

め
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

市
と
人
文
学
部
の
関
係
者
な
ど
約
30

人
が
出
席
。
平
林
市
長
と
渡
辺
学
部

長
が
協
定
書
に
署
名
を
し
た
ほ
か
、

穂
高
地
域
で
行
わ
れ
た
活
動
の
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
林
市
長

は
「
学
・
官
の
交
流
は
、
今
後
大
切

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
大
学
の
力

を
借
り
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
安
曇
野
市
建
設
業
災
害
対

策
協
議
会
（
等
々
力
強
代
表
）
と
９

月
28
日
、
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
を
行
う
た
め
の
応
援
に
関
す
る

協
定
書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど

の
風
水
害
や
地
震
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
た
際
、
市
内
の
道
路
・
河
川
な

ど
の
施
設
の
応
急
復
旧
作
業
に
、
業

者
が
持
つ
建
設
資
機
材
の
提
供
と
会

員
の
派
遣
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、

同
協
議
会
の
56
社
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
市

対
策
本
部
が
応
援
要
請
を
し
、
同
協

議
会
か
ら
豊
科
･
堀
金
地
域
、
穂
高

地
域
、
三
郷
地
域
、
明
科
地
域
の
連

絡
員
業
者
に
要
請
を
伝
え
、
会
員
業

者
に
連
絡
す
る
体
制
も
整
備
し
ま
し

た
。

　
調
印
後
、
平
林
市
長
は
「
災
害
の

発
生
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
重
要
。

こ
の
協
定
の
締
結
は
、
市
民
・
行
政

に
と
っ
て
大
変
心
強
い
」
と
話
し
、

等
々
力
代
表
は
、
「
こ
れ
ま
で
も
災

害
の
と
き
に
、
協
力
を
行
っ
て
き
た
が
、

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
協
力
が
で
き
る
。
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

③「災害時における応急対策を行うための応

援に関する協定書」。④調印後、固い握手を

交わす等々力代表（写真左）と市長（写真右）。

①シュテーガー町長とクラムザッハ役場内のチ

ロル州自治体章の前で。②前町長アウサーホ

ーファー氏（写真中央）を交えて、今後につい

て話し合う。③役場内で行政スタッフと懇談。

④公園で遊ぶ子どもたちと。⑤有志グループ

で作るブラスバンド隊の歓迎演奏。⑥州都イ

ンスブルックのツァッハ市長と面談。

　
旧
豊
科
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ

ロ
ル
州
に
あ
る
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
を

表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ュ
テ
ー
ガ
ー
町
長
、
ア
ウ
サ

ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
前
町
長
、
シ
ュ
ー

ラ
ー
友
好
協
会
長
と
の
会
談
の
中
で
、

20
年
に
わ
た
る
交
流
を
安
曇
野
市

で
も
継
続
す
る
こ
と
、
交
流
の
内

容
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と
な
ど

話
し
合
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
実

績
も
あ
り
、
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
の
皆

さ
ん
は
極
め
て
友
好
的
で
あ
り
、

安
曇
野
市
お
よ
び
日
本
に
対
し
て

親
近
感
が
大
変
強
く
、
今
後
は
文

化
的
交
流
、
青
少
年
交
流
を
柱
に

し
た
い
旨
、
ま
た
、
両
自
治
体
の

連
携
の
上
に
立
っ
た
市
民
交
流
を

と
い
う
提
案
が
あ
り
、
同
意
を
い

た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
４
〜

５
月
ご
ろ
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
か
ら
町

長
さ
ん
を
含
め
た
親
善
団
の
訪
問

を
い
た
だ
き
、
安
曇
野
市
と
の
姉

妹
提
携
の
調
印
式
を
行
う
こ
と
も

合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
豊
科
町
の
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と

の
交
流
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
方
々
を
中
心
に
、
全
市
か
ら
市

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
募
り
、
市

を
挙
げ
て
温
か
い
歓
迎
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
始
め
ま
す
。
特
に

ド
イ
ツ
語
、
英
語
の
日
常
会
話
程

度
の
通
訳
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る

方
の
積
極
的
な
参
加
を
今
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
チ
ロ
ル
州
の
州
都
で
あ
る
イ
ン

ス
ブ
ル
ッ
ク
市
も
訪
れ
、
大
変
ご

多
忙
の
中
、
ヒ
ル
デ
・
ツ
ァ
ッ
ハ

市
長
と
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
精
力
的
で
親
し
み
あ
ふ
れ

る
女
性
市
長
で
、
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ

と
の
交
流
の
お
力
添
え
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

　
近
郊
の
町
や
村
に
も
立
ち
寄
り

ま
し
た
が
、
チ
ロ
ル
は
ス
イ
ス
同

様
ど
の
自
治
体
で
も
観
光
が
基
幹

産
業
で
あ
り
、
自
然
環
境
を
大
切

に
し
た
そ
の
美
し
さ
は
素
晴
ら
し
く
、

す
べ
て
の
住
民
が
こ
れ
に
か
か
わ

っ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
回
、
ス
イ
ス
の
サ
ー
ス
フ
ェ

ー
訪
問
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア   

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
長  

平
林 

伊
三
郎

③
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①平成16年、旧穂高町で結んだ協定内容
　を市として結び直し、さらに連携を深める。

②市章と信州大学のシンボルマーク。


